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泉大津にも
むかしは

たくさんのため池が
あったんだね！

なかいけ
中 池
市内に現存する数少ないため
池の一つ。延宝5年(1677)に作
成された絵図にも見える。板
原、宇多
大津地区を
灌漑した。

えびすじんじゃあと
戎 神 社 跡（旧戎小学校跡）
天正年間（1573-92）に土豪であ
った藤林氏と真鍋氏が西宮戎を
勧請して創建したと伝えられる。
明治41年(1908)に大津神社へ
合祀された。

いたばらみち
板原道
この道沿いにあった小寺池より流れ出る
水路は「あたま川」と呼ばれ、かつて戦乱
の時代に戦死者の頭が流れてきたといわ
れる。

しんかわ
新 川
古代・中世に、おづの泊から府中へ
向かう運河跡だという説がある。
東橋からの景色は風情がある。

あわじんじゃあと
粟神社跡 △
粟堂とも呼ばれる式内
社跡。
「式内町」の名はここか
ら来ている。
社殿は室町時代の建
築で明治41年(1908)に
合祀された大津神社に
残り、市指定文化財と
なっている。

おおつがわかせんじきこうえん
大津川河川敷公園
自然に関心を持った人が任意に参加して
堤防に花を咲かせる運動をしている「大津
川に花と緑の会」（大阪府のアドプト・リバ
ー・プログラム認定団体）により、土手にた
くさんの花が植えられている。

いたばらたいしどう
板原大師堂
弘法大師をまつる
お堂。その起源は
不 明 で あ る が
中世文書に見える
「板原持堂」と考え
られている。

ほうぞうじ
法蔵寺
開基は不明だが少な
くとも江戸時代初期
には遡るとされる浄
土宗の寺院。
かつて末寺の如意寺
が板原村内にあり「如
意寺」銘灯籠竿が残
されている。

すがわらじんじゃあと

菅原神社跡 ○△
板原の村社跡で、ふるさと文化遺産に認
定されている。明治41年(1908)に泉穴師
神社に合祀され、本殿が泉穴師神社の
合祀殿として残る。この神社に属する宮座
組織が残り、「板原の宮座行事」として市
指定文化財に指定されている。現在は板
原児童遊園になっている。

よびこじぞう
呼子地蔵
明治40年頃(1907)のこと。納屋
を建てるとき溝を掘り返したと
ころ洗濯板がわりにしていた石
が実はお地蔵さんの背中であ
ったことがわかり、おまつりした
。
おまつりしてから子供の交通
事故がなくなったという。

クズガミさんの祠 ○
市指定無形文化財。「板原
の宮座行事」で、10月13日以
降の日曜日に行われる
「シバノト」の日にワラジを
奉納する祠。

さんじゅうごういけあと
三十五池跡
もと、長井・辻・穴田村の池で上
池と下池があった。現在は上池
の一部が三十合池
公園となっている。

こ てら いけ

小寺池

もと 、 板原村の池。
市内のため池の一つ。

◎　国指定・登録文化財あり
●　府指定文化財あり
○　市指定文化財あり
△　ふるさと文化遺産あり

モデルコース

「大津井堰」碑● 

でん ごくらくじあと
伝 極 楽 寺 跡
行基が建立した古代寺院
があったと伝えられる。

8月23・24日の
地蔵盆の日に
は、近所の人
達でにぎわう。

散策いずみおおつ
～水辺のせせらぎ篇～
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江戸時代の泉大津市域は幕領や大名領が数多く存在しました。
もっとも支配が長期にわたった大名は、豊中地域を支配地とした
大和小泉藩片桐氏です。奈良県の大和小泉を本拠とした片桐氏は豊
中地域にある泉穴師神社の護持に努めました。片桐氏2代藩主貞昌
は茶人として著名で、石見守であったことからその流派は石州流と呼
ばれました。片桐石州の高弟に藤林宗源がいます。宗源は高津町の
藤林家より出た人物で、片桐家の家老を勤めました。助松本陣田中
家住宅の庭は宗源作とされています。
次いで支配の長い大名は、伯太藩渡辺氏です。和泉市伯太町に陣
屋を構えた1万3000石の小大名です。その菩提寺は神明町の南溟
寺で、そこには歴代の位牌や墓碑が現存し市内唯一の大名墓所とな
っています。
江戸時代の大名は例外を除いて参勤交代が義務付けられていま

した。泉大津の海側を南北に縦断する紀州街道には紀州徳川家が参
勤の際に休息するための施設（本陣）が残されており、助松本陣ある
いは田中本陣と呼ばれています。
田中家は本陣と地域の大庄屋をかねていました。そのため、本陣

にふさわしい式台・玄関・上段の間・庭園・長屋門とともに、屈指の広
さを持つ土間や、飢饉に備えて食糧を保管した備窮倉など庄屋屋敷
としての施設も設けられていました。
江戸時代の泉州では、農作物として綿栽培が盛んでした。その綿は
泉州木綿と呼ばれ、泉大津でも綿づくりが盛んに行われました。収穫
された綿は下条・宇多大津地区に集められ、ここで真田紐・白木綿・
縞木綿などに加工されて商品として流通しました。その当時の家並み
が現在浜街道と呼ばれている東港町付近に残されています。

明治時代に入ると、泉大津は大きくかわっていきました。
廃藩置県によって藩がなくなると、明治4年（1871）泉大津市域は
堺県となり、その後明治14年（1881）に大阪府へ編入されました。こ
の時はまだ泉大津市はなく、江戸時代の村々がそのまま行政単位と
して残っていました。町村制の施行は明治22年（1889）で、この時に
はじめて現在の泉大津市の前身になる上条村、大津村、穴師村が誕
生しました。大津村は後に大津町となり、これら1町2村が合併したの
が昭和6年（1931）、そして昭和17年（1942）、大阪府下7番目の市と
して泉大津市が誕生しました。
時代の変化を告げる大きな出来事の一つに南海鉄道の開業があ

ります。南海鉄道は明治29年（1896）に工事が着工され、難波～和歌
山間の全線開通は明治36年（1903）のことでした。
近代は戦争の時代でもありました。明治37年（1904）に始まった日
露戦争では、ロシア兵捕虜が多数日本に送られ、高石市浜寺にも収
容所がたてられました。捕虜には日本で亡くなった人もあり、その人
たちを埋葬するために春日町共同墓地の一角にロシア兵墓地がつく
られました。現在でも時折ロシアからの墓参団が訪れます。
大津川河口の台場と呼ばれた場所には、主に大砲を製造する官営

の工場、大阪砲兵工廠の大砲試験場があり、試射の際は大砲の発射
音が海辺に響き渡ったといわれます。太平洋戦争終結後は取り壊さ
れ現在ではその面影はありません。
大正時代には松ノ浜地区周辺が別荘地として開発が進み「南浜
寺」と呼ばれて洋風住宅が建てられました。旧海野家住宅（古の足跡
篇参照）はその代表的な建物です。
産業では、江戸時代の木綿産業にかわり明治時代に毛布製造を中
心とした繊維産業が盛んになりました。特に戦後の高度成長期には
ガチャンと織れば万単位の稼ぎがあがる、いわゆる「ガチャ万」景気
が到来し大いに活気づきました。

伯太藩渡辺家墓所

田中家住宅主屋

ロシア兵墓地

■泉大津の概要

大阪府の南部に位置し、北部・東部は高石市と和泉市、
南部は大津川を境として泉北郡忠岡町と隣接しています。
西北部は大阪湾に面し、はるかに六甲山、淡路島を望む
ことができます。
経緯度は、東経135度24分、北緯34度30分です。
地形は市内全域がほぼ平坦で、市街化区域になってい

ます。気候は、瀬戸内性気候に属し、年平均の気温は１７
度前後と温暖で、冬季に氷点下になることは比較的少な
く、降雨量は年間850～1,400ｍｍ程度です。
市制施行は昭和17年（1942）で、その当時の市域面積

は、8.20平方㎞、人口は33,307人でした。その後、市勢の
発展と、臨海部の埋め立てにより、平成28年1月１日現在
面積は13.41平方㎞（うち約4.48平方㎞が公有水面の埋
立地）、人口は75,882人となっており、東西約5.4㎞、南北
約5.5㎞にわたる都市です。
市の木はくすのき、市の花はさつきです。
オーストラリア　グレータージローン市、和歌山県日高
川町と友好都市提携を結んでいます。

■泉大津の歴史

泉大津市の歴史を辿ると、古くは豊中遺跡・板原遺跡にみられる縄
文時代の遺構がありますが、最もよく知られているのは弥生時代の大
集落遺跡、史跡池上曽根遺跡でしょう。集落は環濠とよばれる水路に
囲まれ、その中心部には棟持柱のある大型建物や大型のくり抜き井
戸がみつかっています。この大型掘立柱建物の柱の一本が、年輪年
代測定法により、伐採年が紀元前52年であることがわかり、弥生時代
の年代観を変える大きな発見となりました。遺跡からタコツボや土錘
（漁具につける錘）なども多く見つかっており、魚介類を多く食べてい
たことがわかります。大阪湾の豊かな海の恵みが池上曽根遺跡の
人々の生活を支えていたのです。
海は泉州地域の歴史を知る上で欠かせない存在です。泉大津にも
海を通じて人々が往来し、様々な文化がもたらされました。
古代の泉大津には、国府の外港である「おづの泊」がありました。和
泉国府は和泉市府中町にあったと考えられていますが、その海の玄
関口が泉大津だったのです。そのため泉大津には都びとが多く訪れ
ています。その中には『土佐日記』の作者である紀貫之や『更級日記』
の作者である菅原孝標女など歴史上の人物もいました。

中世は武士が登場した時代です。泉大津市域にも玉井氏、助松氏、
板原氏などの武士が台頭し、力を誇示しました。その背景には有力貴
族や有力寺社の争いなどもありました。泉穴師神社の神宮寺であっ
た穴師薬師寺も中世に勢力を誇った寺院で、和泉市の松尾寺と和泉
国総講師職という地位を争いました。
戦国時代には、真鍋氏が大津浦近くの高台に、玉井氏が曽根地区

に、藤林氏が大津川河口近くの高台に砦を築き、戦に備えました。
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泉大津毛布産業のシンボル　ブロンズ「緬羊」
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